
はじめまして ・  　 ・   　・

森
分
団
優
勝
中
央
地
区
消
防
操
法
大
会

全
国
武
田
の
里
サ
ミ
ッ
ト
in
土
佐

森
分
団
優
勝
中
央
地
区
消
防
操
法
大
会

全
国
武
田
の
里
サ
ミ
ッ
ト
in
土
佐

歓
声
響
か
せ
て
！

　
運
動
会
体
育
祭

歓
声
響
か
せ
て
！

　
運
動
会
体
育
祭

平成23年10月22日生
保護者/正光・真弓

「元気で優しい子に育ってね」「元気で優しい子に育ってね」

藤 原　乙 羽ちゃん（大崎）

ま
ち
の
自
慢
長
者
川
の
鮎
準
グ
ラ
ン
プ
リ 

ま
ち
の
自
慢
長
者
川
の
鮎
準
グ
ラ
ン
プ
リ 
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◆特集◆ 運動会・体育祭◆特集◆ 運動会・体育祭

運動会 体育祭
歓声響かせて！ 元気いっぱい！

　町内の保育所(園)、小・ 中学校で運動会・体育祭が

行われました。

　秋空の下、グラウンドに かけつけた、家族などから

盛んに声援が送られていま した。

池川小・中学校合同運動会　９月２３日 （P10に関連記事）

吾川中学校　９月１６日

仁淀中学校　９月９日
ふたば保育所　９月２９日

池川保育園　１０月２０日

長者保育所　１０月１日

大崎保育所　１０月７日

別府小学校　９月29日

長者小学校　１０月１日

大崎小学校　10月２日



《5》 広報によど川 11月号 広報によど川 11月号 《4》

10
月
６
日
・
７
日

　二
日
間
に
わ
た
り
池
川
小

学
校
体
育
館
一
階
ア
リ
ー
ナ
で
池
川
文
化
祭
展

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
池
川
保
育
園
児

か
ら
一
般
の
方
々
、
二
百
八
十
人
、
五
百
五
十

点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
見
物
に
訪
れ
た
方
は

絵
や
写
真
、
生
け
花
、
工
芸
、
陶
芸
な
ど
の
力

作
に
足
を
止
め
、
鑑
賞
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

８
月
11
日

　池
川
中
学
校
の
昭
和
二
十
七
年
度

卒
業
生
の
同
窓
会
が
行
わ
れ
、
数
年
ぶ
り
に
懐

か
し
い
顔
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　町
内
外
、
遠
く
は
大
阪
府
や
愛
媛
県
か
ら
も

か
け
つ
け
た
参
加
者
は
二
十
八
人
で
、
地
元
に

集
合
し
て
食
事
会
を
開
き
ま
し
た
。

　校
舎
や
周
辺
の
風
景
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
当
時

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
に
、
懐
か

し
い
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　発
起
人
の
一
人
、
氏
次
邦
臣
さ
ん
（
北
浦
）

は
「
遠
く
か
ら
も
参
加
し
て
く
れ
て
感
謝
の
心

で
す
。
高
齢
化
が
進
み
、
過
疎
が
進
む
中
、
皆

で
地
元
を
賑
や
か
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
同
窓
会
は
ど
う
し
て
も
地
元
で
開
催
を
し

た
か
っ
た
。
皆
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

１０月７日　気持ちのよい秋晴れの下、池川小学校グラウ

ンドで池川大運動会が行われ、８地区が一堂に集いました。

　この日ばかりは町外にいる方も皆かけつける伝統行事。

力だけではなく、運と少しの工夫で勝負が決まる趣向を凝

らした競技の数々に、大勢の参加者はさわやかな汗を流し

ながら楽しい一日を過ごしました。

１０月７日　星ヶ窪キャンプ場で約２００人が参

加して星ヶ窪まつりが開催されました。

　会場では、大目真壱さんによるオカリナ演奏、

堀内　佳さんの青空コンサートが次々と行われ、

会場には終日にぎやかな歓声が響いていました。

　また、下駄飛ばしや紙飛行機飛ばし大会なども

盛況で、大人から子どもまでゆっくり楽しめる一

日となりました。

９月２５日　大崎の老人クラブ「寿

会」（黒川武志会長）が「社会奉仕

の日」の活動の一環として、大崎診

療所裏にあるコミュニティ広場で、

草を刈ったり、落葉などをほうきや

熊手で、丁寧にかき集めました。

　早朝から約２時間の作業を終え、

きれいになった広場を見て、皆さん

充実した表情を見せていました。

　黒川会長は「年はとったが、皆元

気。今後もみんなが集まって一緒に

活動できる機会を作っていきたい」

と話してくれました。

９月２９日　教育委員会主催のお月見コンサートが、当日は雨

のため池川コミュニティセンターに会場を変更して行われ、会

場に訪れた約４０人が手拍子や歌を口ずさむなど大いに盛り上

がりました。

　「お月見をしながら」とはいきませんでしたが、出演の安藤

千織さん（フルート）と宮原みかさん（ピアノ）による月にち

なんだ曲などが披露されると、参加者は目を閉じて、それぞれ

に月を思い浮かべながら約１時間のコンサートを楽しみました。

　最後の演奏が終わると、鳴りやまないアンコールの拍手に、快く応えてくれた二人が選曲したのは、

震災後に作られた復興応援ソング「花は咲く」。曲名が伝えられると、会場からは歓声と拍手が巻き起

こり、「よかったねえ」という声があちらこちらで聞かれ、大盛況のうちに終了しました。

　８月末現在、町の人口６,５２２人のうち、７０

歳以上の方は２，７５４人。長年社会に貢献して

きたお年寄りを敬愛し、長寿をお祝いしようと、

各地区で敬老会が開かれました。

　各地区とも、趣向を凝らした余興や豪華なごち

そうでお年寄りをもてなし、会場は終始笑いの絶

えない楽しい雰囲気に包まれました。

各地区で敬老祝う会

懐かしさに話尽きず・・・

  池川中学校同窓会（昭和27年度卒業)
気持ちよく利用してもらいたい

「コミュニティ広場」で草刈り作業

第49回　池川文化祭展

秋空の下 汗さわやかに！ 池川大運動会
優勝は大野・椿山地区

お月見コンサート♪

写真左から宮原さん、安藤さん

会
場
と
な
っ
た
星
ヶ
窪

キ
ャ
ン
プ
場

昭
和
27
年
度

　池
川
中
学
校
卒
業
生きれいになった広場を見て自然と笑みがこぼれます星

ヶ
窪
ま
つ
り

歓
声
飛
び
交
う
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１０月７日　都の安徳天皇御陵地で太鼓踊

りが奉納されました。その昔、屋島の戦い

に敗れた平家一門がこの都に落ち延びたと

いう伝説があり、そのとき伝授されたのが

「太鼓踊り」です。男性は菅笠をかぶり、

二またの木の撥で歌に合わせて太鼓をたた

きます。女性は歌と太鼓に合わせて扇をひ

らひらと操り、優美な舞を繰り広げます。

　別名「都踊り」ともいわれる太鼓踊りは、

毎年旧暦８月２２日に奉納されています。

←地元を中心に活動している仁淀川町てっぺんそば組

合が、訪れた人に打ちたてのそばを振る舞い、大崎イ

カソオ会が梅ゼリーなど地元産品を販売するなど、そ

の他の団体もイベントを盛り上げました。

１０月１日　本町を含む中央西福祉保健所管内６市町

村（仁淀川町・土佐市・いの町・佐川町・越知町・日

高村）と県薬剤師会高吾支部（近岡浩史支部長）はこ

のたび、災害時における医療救護活動および医薬品等

の救急に関する協定を結び、土佐市防災センターで大

石弘秋町長ほか管内５首長が出席し、締結式が行われ

ました。

　この協定は中央西福祉保健所が中心となり、昨年の

東日本大震災での医薬品等不足という教訓を踏まえ、

南海地震など大規模災害時の医療救護活動時に管内の

薬局が医薬品の提供・薬剤師の派遣の協力を行うもの

です。

　この協定により災害発生時の医療救護施設の活動において、本格的な支援が届くまでの応急対応が

できる仕組みが整備され、住民の安心にもつながることになりました。

全国武田の里サミットｉｎ土佐　全国の「武田の里」集結

都の安徳天皇御陵地で安徳帝をしのぶ  都の太鼓踊り

災害時の医療救護活動および医薬品等の救急に関する協定締結式

第４回家族愛の作文コンクール

協定の調印式にて、大石町長と近岡支部長（左）

優
秀
賞
に
大
野
侑
斗
く
ん（
長
者
小
）

ゆ  

う

　  

と

９
月
９
日

　今
年
で
四
回

目
を
迎
え
た
、
高
知
県
モ

ラ
ロ
ジ
ー
協
議
会
主
催
の

第
四
回
家
族
愛
の
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
高
知

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
年
の
テ
ー
マ
は
『
震
災
と
家
族

愛
』
。
県
内
の
小
学
校
六
十
四
校
、
中

学
校
二
十
五
校
か
ら
二
千
七
百
四
十
八

編
の
作
文
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
で

も
っ
と
も
多
い
応
募
数
と
な
り
ま
し

た
。
町
内
か
ら
は
六
人
の
方
が
入
選
さ

れ
、
そ
の
中
で
も
長
者
小
五
年
生
の
大

野
侑
斗
く
ん
の
作
品
が
見
事
「
優
秀

賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　家
族
の
約
束

仁
淀
川
町
立
長
者
小
学
校

　五
年

　大
野
侑
斗

　

　ぼ
く
は
こ
の
作
文
を
書
く
の
が
き
っ
か
け
で
初
め
て
家
族
で
災
害
が
起
き
た

時
の
ひ
な
ん
の
仕
方
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　今
ま
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
所
で
地
震
が
起
こ
っ
て
も
テ
レ
ビ
で
見
た
り
聞
い

た
り
す
る
だ
け
で
、何
だ
か
人
事
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
し
た
。父
さ
ん
に
、「
も

し
み
ん
な
が
ば
ら
ば
ら
の
時
に
地
震
が
来
た
ら
ま
ず
は
自
分
が
生
き
る
こ
と
に

集
中
す
る
ん
だ
よ
。父
さ
ん
が
助
け
に
来
て
く
れ
る
と
思
っ
て
、待
っ
た
ら
い
か

ん
。助
け
に
行
け
な
か
っ
た
ら
に
げ
お
く
れ
る
か
も
し
れ
ん
か
ら
な
。」

と
、
言
わ
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
も
う
五
年
生
な
の
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
助

け
た
い
と
思
う
し
、
こ
の
家
族
の
約
束
を
守
っ
て
地
震
が
来
た
時
に
は
、
正
し

い
は
ん
だ
ん
を
し
て
絶
対
に
生
き
の
び
た
い
で
す
。

優秀賞作品
●高知県モラロジー協議会賞●

入賞された皆さん

優秀賞　長者小５年　大野　侑斗　　　入　選　長者小５年　安井　　楓

入　選　池川中３年　太刀野真貴　　　佳　作　大崎小６年　田代　麻衣

佳　作　吾川中１年　掛水　咲良　　　佳　作　仁淀中３年　西森　千絵

10
月
13
日

　全
国
に
広
が

る
「
武
田
の
里
」
の
連

携
・
交
流
を
強
化
し
よ
う

と
、
初
の
「
全
国
武
田
の

里
サ
ミ
ッ
ト
in
土
佐
」
が

本
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

  

初
め
て
と
な
る
全
国
サ

ミ
ッ
ト
は
、
勝
頼
伝
説
を

生
か
し
た
町
お
こ
し
に
取

り
組
む
「
武
田
勝
頼
土
佐

の
会
」
（
岡
林
照
壽
会

長
）
が
中
心
と
な
っ
て
計

画
し
、
仁
淀
川
町
で
の
開

催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

 

当
日
は
、
山
梨
県
韮
崎

市
の
「
武
田
勝
頼
・
新
府
に

ら
さ
き
の
会
」
（
高
木
智
朗

代
表
）
や
同
県
甲
州
市
の

「
武
田
勝
頼
公
祭
り
実
行
委

員
会
」
（
有
賀
文
雄
委
員

長
）
の
ほ
か
、
愛
知
、
愛
媛

県
な
ど
か
ら
計
八
団
体
が
参

加
し
、
会
場
周
辺
で
は
サ
ミ

ッ
ト
に
先
立
ち
、
武
者
行
列

や
香
川
県
の
「
丸
亀
鉄
砲

隊
」
に
よ
る
火
縄
銃
演
舞
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
辺
り
は
戦

国
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
か
の
よ
う
に
戦
国
ム
ー

ド
一
色
に
。

　そ
の
後
、
大
崎
の
基
幹
集

落
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

「
地
域
活
性
化
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
し
、
全
国
の

「
武
田
の
里
」
の
連
携
強
化

の
重
要
性
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

　岡
林
会
長
は
、
「
こ
の
サ

ミ
ッ
ト
を
機
に
全
国
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
、
よ
り

一
層
連
携
し
て
武
田
の
里
を

P
R
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

脈
々
と
受
け
継
が
れ
る

太
鼓
踊
り
が
奉
納
さ
れ
た
安
徳
天
皇
御
陵
地

に
ら
さ
き

「武田の里」のネットワーク強化や地域活性化について議論しました

町内を歩いた武者行列

勝頼や長男・信勝などに扮したメンバー

鉄砲隊演舞

大崎イカソオ会の様子仁淀川町てっぺんそば組合
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第８回仁淀川町健康福祉大会のご案内

「仁淀川の“緑と清流”を再生する会」１１周年シンポジウム
“仁淀ブルー”のふるさとの歴史と未来を語る

まちの自慢 「長者川の鮎」
本年度の準グランプリに決定

自動車ポンプ 優勝　小型ポンプ 準優勝

　高知県で開催された

「第１５回清流めぐり

利き鮎会」で長者川の

鮎が本年度の準グラン

プリに選出されまし

た。

　本年度は全国から

５０河川の天然鮎が寄

せられ、それを８ブロ

ックに分け、２５０人

の方々が「姿・香り・わた・身・総合」の５項

目を審査し、最も素晴らしいと思える鮎に１票

を投票し、各ブロックより優秀河川が選出され

ました。

高知県中央地区消防操法大会　森分団が大健闘！

全力を出し切った、森分団の選手ら

優勝したポンプ車操法

イベント情報

仲
間
の
支
え
、
家
族
の
支
え
が
力
に

10
月
14
日

　高
知
県
消
防
学
校
で
、
平
成
二
十
四
年
度
高
知

県
中
央
地
区
消
防
操
法
大
会
（
高
知
県
中
央
地
区
消
防
協
議

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
十
七
チ
ー
ム
九
十
四
人
が
出
場
し
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　本
町
か
ら
森
分
団
が
代
表
で
出
場
し
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
で
見
事
優
勝
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
も
、
準
優
勝
と
好
成

績
を
残
し
ま
し
た
。

　消
防
団
員
は
年
間
を
通
じ
て
訓
練
に
励
み
、
家
族
は
そ
れ

を
陰
で
支
え
て
い
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

小型ポンプの部（選手）

（写真前列右から）

　指揮者　西森龍平班長

　１番員　若藤正樹班長

　２番員　宮本嘉彦団員

　３番員　高橋保雄団員

　補助員　内田智仁団員

　優　勝　高知市消防団

　準優勝　森分団

　３　位　越知町消防団

自動車ポンプの部（選手）

（写真後列右から）

　指揮者　片岡一雄部長

　１番員　合田真也団員

　２番員　掛水宏昭団員

　３番員　中田光一団員

　４番員　西森一章団員

　補助員　中内智之団員

　優　勝　森分団

　準優勝　日高村消防団

　３　位　いの町消防団

車検のことならおまかせを！
 一度は電話ください。待ってます！

吾川自動車吾川自動車吾川自動車
電話 ３５-０７７８

営業時間 ８：００～１８：００
定 休 日 日曜・祝祭日 第２・４土曜日
仁淀川町向口 代表者 宮崎 照夫

四運証 第80-1115号 トヨタ検定一級技能整備士(保有)
自動車検査員(有資格者) 自動車整備業賠償共済保険加入事業場

広 告

　ＮＨＫ「仁淀川」が放映されて以降、仁淀川への関心が高まり、県内から観光客も増えました。しか

し、それに対応した地元の取り組みはまだこれからです。“仁淀ブルー”のふるさとの魅力とは何か、な

どについて、写真家の高橋さんや「釣りバカ日誌」の浜ちゃんのモデルともなった元「ビーパル」編集長

の黒笹さん、ＮＨＫディレクター西川さんを迎えて、語り合いたいと思います。ぜひご参加ください。

　神戸常磐大学医学博士の柳本有二先生をお迎えし、「元気

な１００歳を目指して」と題して、認知症の予防と体力をつ

けるコツについて、ご講演をしていただきます。

　講演は一般の方も参加自由ですので、皆さまお誘い合わせ

の上ご来場ください。

主催　仁淀川の“緑と清流”を再生する会

後援　仁淀川町、仁淀川町商工会

日時　１１月２５日（日）１４時～１７時

場所　池川コミュニティセンター４階ホール

講演　「藩政時代の仁淀川町～池川一揆～」（１時間）

　　　　講師　宅間一之 氏

　　　（高知県歴史民俗資料館長）

パネルディスカッション（1時間30分）　

　「“仁淀ブルー”のふるさとの魅力を

　　未来につなげるために」

◆パネリスト　

　高橋宣之　写真家

　黒笹慈幾　南国生活技術研究所代表

　大原栄博　仁淀川町商工会副会長

　　　　　　池川林産企業組合代表

　岡林憲慈　仁淀川の“緑と清流”を再生する会

　　　　　　運営委員

◆進行　　　

　西川多紀　ＮＨＫ高知放送局ディレクター

日時：11月27日（火）10時から　　

場所：仁淀多目的研修集会施設

内容：10時～開会、式典、表彰

　　　11時～発表　①「民生委員活動について」 民生委員児童委員　掛水笑子

　　　　　　　 　　② 健康劇「認知症をテーマにした健康劇」役場職員・社協職員

　　　13時～講演　講師　神戸常磐大学保健科学部看護学科　医学博士　柳本有二先生

　　　　　　　　　演題「元気な１００歳を目指して～認知症の予防と体力をつけるコツ～」

　　　14時15分閉会

      　※午前の部は、事前に申し込みいただいた福祉関係者に限ります

柳
本

　有
二
先
生

土
居
川

仁 淀 芸 能 祭吾川地区文化祭舞台発表
　日時：１２月２日（日）

　場所：仁淀多目的研修集会施設

　主催：仁淀地区芸能祭実行委員会

　日時：１１月２５日（日）

　場所：仁淀川町中央公民館

　主催：吾川地区文化協会

◆民謡、舞踊、カラオケなど、多彩な催しをお楽しみください。皆さんのご来場を心よりお待ちしています。



広報によど川 11月号 《10》《11》 広報によど川 11月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

元
気
な
う
ち
か
ら

　介
護
予
防
！！

～元気いきいき、みんな長生き～
教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　９月から10月にかけて、雨や台風の影響

を受けながらも、町内の各小中学校で運動会

や体育祭が行われました。

　9月23日(日）には晴天にも恵まれ、池川

小・中学校合同大運動会が行われ、小学校は

「全員で楽しみ、最高の輝きを」、中学校は

「熱く燃えろ池川魂～みんなの力は無限大

～」というスローガンのもと、力いっぱいの

熱戦が繰り広げられました。

　小学生と中学生が一緒に行う競技も多く、中学

生におんぶしてもらったり、手をつないでもらっ

たりして、ほほ笑ましい姿に観客からは大きな拍

手。応援合戦もアイデアをこらした内容で、大い

に盛り上がりました。小学生のマーチングバンド

演奏や、中学生の鳴子、組体操なども、日頃の練

習の成果を発揮し、素晴らしいものでした。　

　子どもたちの成長ぶりを、また一段と実感でき

た大運動会でした。

小
学
生
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏

子どもの読書活動支援員便り
・11月27日に移動図書館の巡回バスがきます

　大崎の中央公民館前に巡回バスが来て、県立

図書館の本の貸し出しを行います。

　時間は午後２時２０分からの予定です。今年

最後の移動図書です。興味のある方は、参加し

て、本を選んでみませんか？

・お願い

　中央公民館２階ロビーに移動図書の本を置い

ていますが、スペースの関係上、貸し出しても

らえる本に限りがあり、返却が遅れている本が

多くなると、その分、借入できる冊数が少なく

なってしまいます。返却が遅れている方は早め

の返却をお願いします。

・個人返却について

　高知市にある県立図書館から本を借りて、返

すのが大変という場合には個人返却が利用でき

ます。中央公民館図書室に、借りた本を持って

きていただければ、こちらから県立図書館へ返

却します。

　※利用は無料です

☆現在、展示中です

問い合わせ

　教育委員会（西田・片岡）

　☎３５－００１９　　３５－００１０

小学生と中学生が力を合わせて競技にチャレンジ！

ただいま唾液腺のマッサージ中　寺村地区

池
川
小・中
学
校
合
同
大
運
動
会

「
か
ら
だ
に
休
養
を
」

「
読
書
の
す
す
め
」

　仁
淀
川
町
の
高
齢
化

率
は
、
四
九
・
七
%

（
平
成
二
十
四
年
九
月

末
現
在
）
で
、
二
人
に

一
人
が
高
齢
者
と
い
う

状
況
で
す
。
そ
の
う
ち

で
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
は
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
原
因
の

う
ち
、
高
齢
に
よ
る
衰

弱
や
認
知
症
、
関
節
疾
患
、
骨

折
・
転
倒
な
ど
の
、
老
化
や
不

活
発
な
生
活
に
関
係
す
る
も
の

が
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　『
介
護
予
防
』
と
は
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
た
と
え
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ

な
い
よ
う
に
予
防
し
、
回
復
し

よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

「
ま
だ
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
」

「
歳
を
と
っ
た
の
で
足
腰
が
弱

る
の
は
仕
方
が
な
い
」
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　元
気
な
う

ち
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活

の
工
夫
や
体
を
動
か
す
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
で
介
護
予
防
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
た
と
え
今
、

介
護
や
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
人
で
も
、
介
護
予
防
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
元
気
を
取
り
戻

し
た
り
、
そ
れ
以
上
状
態
を
悪

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
筋
力
は
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
鍛
え
れ
ば

向
上
し
ま
す
。

　今
月
は
、
町
内
で
行
わ
れ
て

い
る
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と

し
て
、
「
健
口
体
操
あ
い
う
え

お
（
お
口
の
体
操
）
」
を
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
！！

　寺
村
、
岩
戸
地
区
で
は
、
地

域
の
方
が
自
主
的
に
集
ま
っ
て

運
動
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
よ
り
、
「
健
口
体
操
あ

い
う
え
お
（
お
口
の
体
操
）
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　介
護
予
防
に
は
、
足
腰
の
筋

力
を
鍛
え
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
し
っ
か
り
と
か
め
た
り
、

口
の
中
が
清
潔
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
「
お
口
が
健
康
で
あ
る
こ

と
」
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。　こ

の
体
操
を
行
う
こ
と
で
、

唾
液
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な

り
、
口
や
舌
が
滑
ら
か
に
動

き
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
て
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
歯
科
衛
生
士

さ
ん
の
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い

指
導
の
も
と
、
皆
さ
ん
い
き
い

き
と
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
元
気
で
い
き
い
き
と
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
介

護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
！！

け
ん
こ
う

岩
戸
地
区

厚
生
労
働
省

国
民
生
活
基
礎
調
査
の
概
況

　
　
　
　
　（
平
成
22
年
）

要介護
原因

脳血管
疾患（脳卒中など）

21.5％

高齢に
よる衰弱
13.7％

転倒骨折
10.2％認知症

15.3％

関節疾患
10.9％

心臓病3.9％

その他
24.5％



広報によど川 11月号 《12》《13》 広報によど川 11月号

■■■お知らせコーナー■■■

　こ
の
制
度
は
町
内
か
ら
高
等

学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の
通
学

費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

資
格　町

内
か
ら
高
等
学
校
に
通
学

し
て
い
る
生
徒
で
あ
る
こ
と

（
通
学
方
法
は
問
い
ま
せ
ん
）

＊
た
だ
し
、
生
徒
の
保
護
者

が
、
町
内
に
６
カ
月
以
上
住

所
を
有
し
、
生
徒
の
属
す
る

世
帯
全
員
が
町
税
等
に
滞
納

が
な
い
こ
と

支
給
額

　年
額
６
万
円
（
月
額
５
千
円
）

を
上
限
と
す
る
。

支
給
時
期

   

平
成
25
年
３
月
の
予
定

必
要
書
類

 
 

仁
淀
川
町
高
等
学
校
通
学
費

助
成
申
請
書
、
住
民
票
（
世
帯

全
員
）
の
写
し
、
在
学
証
明

書
、
通
学
届
出
に
関
す
る
学
校

長
の
証
明
書

申
請
締
め
切
り

　

　平
成
25
年
１
月
31
日

（
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
教
育  

事
務
所
必
着
）

◎
住
民
票
が
町
内
に
あ
る
方
で

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
こ
ち
ら
か
ら
申
請
の
案

内
文
を
12
月
初
旬
ご
ろ
送
り

ま
す
。

　該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で

申
請
書
が
届
か
な
い
方
は
、

教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
教
育
委
員
会

　☎
３
５
・
０
０
１
９

　　国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

ま
ず
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　税
務
署
の
代
表
電
話
は
、
自

動
音
声
案
内
で
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

　国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

自
動
音
声
案
内
に
従
い
、

「
１
」
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。
国
税
局
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
の
税
務
相
談
官
が
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
お
か
け
に
な
っ
た
税
務
署
ま

で
の
通
話
料
金
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す

　税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
、

事
前
の
ご
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　国
税
に
関
す
る
ご
相
談
の
う

ち
、
相
談
内
容
が
複
雑
で
、
関

係
書
類
等
に
よ
り
事
実
関
係
の

確
認
が
必
要
で
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
お
電
話
で
ご

予
約
い
た
だ
い
た
上
で
、
税
務

署
で
の
面
接
に
よ
り
対
応
し
て

い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

「
出
張
年
金
相
談
所
」

の
開
設
に
つ
い
て

高
等
学
校
通
学
費

助
成
に
つ
い
て

税
務
署
か
ら
の

　
　
　お
知
ら
せ

　な
お
、
面
接
相
談
を
ご
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
自
動
音
声
案

内
に
従
い
、
「
２
」
番
を
選
択

の
上
、
担
当
職
員
に
ご
住
所
・

お
名
前
・
相
談
内
容
を
伝
え
、

相
談
日
時
を
ご
予
約
く
だ
さ

い
。　納

税
者
の
皆
さ
ま
の
待
ち
時

間
を
少
な
く
し
、
相
談
を
効
率

よ
く
行
う
た
め
に
ご
予
約
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　伊
野
税
務
署

　☎
０
８
８
・
８
９
３
・
１
１
２
４

　次
の
と
お
り
、
高
知
西
年
金

事
務
所
に
よ
る
「
出
張
年
金
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
相
談
に
お
い
で
の
際

に
は
、
年
金
証
書
・
振
込
通
知

書
・
年
金
手
帳
や
被
保
険
者
証

と
い
っ
た
、
本
人
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
も
の
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　本
人
以
外
の
方
が
相
談
さ
れ

る
場
合
に
は
、
本
人
か
ら
の
委

任
状
と
お
見
え
に
な
る
方
の
本

人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
等
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

日
時
・
会
場

　※
12
時
〜
13
時
は
除
く

11
月
13
日
（
火
）
10
時
〜
15
時   

　仁
淀
多
目
的
研
修
集
会
施
設

　２
階
洋
会
議
室
（
森
）

11
月
21
日
（
水
）
10
時
〜
15
時

　仁
淀
川
町
中
央
公
民
館

　２
階
実
習
室
（
大
崎
）

11
月
28
日
（
水
）
10
時
〜
15
時

　池
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　３
階
会
議
室
（
下
土
居
）

問
い
合
わ
せ

　高
知
西
年
金
事
務
所

　☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

　10月に回覧文書でお知らせしたとおり、インフルエンザ予防接種が医療機関で行われています。

　下記に該当される方につきましては、一部公費負担（自己負担1,000円）で予防接種を受けるこ

とができますが、期限は12月31日までとなっています。1月1日以降に接種される場合は全額自己

負担となりますのでご注意ください。

  予防接種の効果は、接種後約2週間から約5カ月とされています。例年、インフルエンザの流行の

ピークは1月から2月ですので、流行する前に接種を受けておくことがより効果的です。

  接種を希望される方は、事前に医療機関で予約してください。

【対 象 者】仁淀川町内に住民登録があり、次のいずれかに該当する方

　　　　　　〇 65歳以上の方

　　　　　　〇 60歳から64歳までの方で、心臓、腎臓、呼吸器などに重い障害がある方

【実施期間】平成２４年12月31日（月）まで　※委託医療機関の休診日を除く

【実施場所】高知県内の委託医療機関

　　　　　　※町内では、国保大崎診療所、安部病院、酒井医院、西村医院。町外については各医

　　　　　　　療機関にお問い合わせください

【接種料金】1,000円（上記実施期間中1回のみ）

　　　　　　※生活保護受給者の方は、「自己負担金免除証明書」を提出すれば無料で接種できま

　　　　　　　す。事前に役場担当課へお問い合わせください

　　　　　　※対象者以外（64歳以下）の方は任意で接種を受けることができます。接種方法や料

　　　　　　　金につきましては、接種を希望する医療機関にお問い合わせください

【問い合わせ】　

　　仁淀川町役場保健福祉課　☎３５－０８８８　　池川総合支所健康福祉課　☎３４－２３２１

　　仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１３２
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高齢者の季節性インフルエンザ予防接種について
一部公費負担は12月31日までです！
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高血圧予防教室  参加者募集　～みんなで一緒に楽しく学びませんか？～ 

○「血圧が高いですね」と言われたことがある

○両親や祖父母、家族に高血圧の人がいる

○最近、運動不足を感じる

○味付けを薄味にしたいと思っている

○生活習慣病の勉強がしたい

　以上のような方におすすめの教室です。

　ぜひご参加ください。

【日　程】平成２４年１１月２９日（木）

【会　場】池川コミュニティセンター３階

【対象者】町内にお住まいの方

【定　員】３０人程度

【参加費】無料

【持参物】三角巾、エプロン、家で作った

　　　　　おみそ汁（５０㏄くらい。塩分

　　　　　濃度をはかります） 

【内容】

　９：５０～　受付

１０：１０～　講義「高血圧とは」

１０：３０～　調理実習

１３：００～　講義「肥満を予防しよう」

　　　　　　　　   「運動習慣を身につけよう」

１４：００～　講義「生活習慣、食生活の改善

　　　　　　　　　 について」

１５：００～　まとめ（アンケート調査）

１５：３０～　終了

【申込方法】 １１月９日（金）までに電話で

　　　　　 　お申し込みください。

【問い合わせ・申込先】　

仁淀川町役場保健福祉課　☎３５－０８８８

池川総合支所健康福祉課　☎３４－２１１２

仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１３２

高血圧の正しい知識や高血圧の予防について学ぶ教室を、下記のとおり開催します。

狩猟免許試験のご案内　高知県では、冬期の狩猟免許試験を実施します

【手数料】初心者：5,200円、一部免除者：3,900円

【申請書配布場所】高知県庁鳥獣対策課、各地区猟友会、

　　　　　　　　　仁淀川町役場産業建設課、池川地域振興課、仁淀地域振興課

【申請方法】申請書類等を、受験しようとする試験日の10日前（必着）までに、高知県産業振興推進部

　　　　　　鳥獣対策課へ提出してください。

※予備講習会の受講は任意です。なお、県では講習会などは実施しておりません

【問い合わせ】　　　　

高知県鳥獣対策課　☎088-823-9039

仁淀川町役場産業建設課　☎35-1083

池川総合支所地域振興課　☎34-2114

仁淀総合支所地域振興課　☎32-1113

【その他】高知県猟友会では、猟友会員及び猟友会へ

の加入希望者を対象に予備講習会（有料）

を実施しています。

　　　　　日程や申し込み方法など詳細は、高知県猟

友会（電話☎088-823-1036）または地区

猟友会までお問い合わせください。

　教育委員会と教育研究所

では、地域における児童虐

待の防止および早期発見と

対応のために、関係機関と

情報を共有し、適切な連携

を図って対処できるように

努めています。

　近年、一刻の猶予もならない重大な事案が起こって

います。地域の皆さんも「様子がおかしい」と感じら

れたら、右記の機関にすぐにご一報ください。

－児童虐待防止と早期発見を－

11月は児童虐待防止推進月間です。

皆さんの目が子どもたちを守ります
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みんなが主役！　スタイルプロジェクトＢＢ
○吉本地元学 in 長者
　地元学ネットワーク主催、吉本哲郎氏らの協力

を得て、仁淀川町でも、９月２７日から地元学が

スタートしました。

　今回は、長者地区では案内役をお引き受けいた

だいた地域住民の方々について、3グループに分

かれ、地元学参加者がお宅にお邪魔したり、近所

の方も含めてお話をうかがったり、田畑や地域の

水源を見せてもらったりしました。　　　

　その情報を絵地図にして住民の皆さんに報告し

ました。長者地区は狭い土地を有効に活用し、自

給的に生きていく力がある、本当に強い地域であ

ることを、皆が実感した2日間でした。

○持ち寄り家庭料理会 in 長者
　吉本地元学の一環として、地域の食、特に家庭

料理に着目し、長者地区でも、だんだんくらぶの

女性の皆さんを中心に家庭料理を持ち寄っていた

だきました。

　長者地区の皆さんは、本当にお料理上手で、お

忙しいにも関わらず、田舎寿司や、イタドリ、干

し大根の煮染めなど、手間を惜しまない、18品

もの料理を作っていただきました。

　長者には、農家レストランがオープンする予定

ですので、これらのお料理を皆さんに味わってい

ただける日も近づいています。お楽しみに。

問い合わせ

 「Ｂスタイル」プロジェクト

　大崎事務所（中山）

 ☎３５－０５６７   info@2410style.jp

 または　☎０９０－８６９６－７７０７（井上）

地域おこし協力隊がゆく ～今月は高萩 誠隊員～
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平成 24 年度の仁淀川町商工会観光事業部 活動状況をご報告
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「いまだからこそ、集まろう。」 観光事業 通信

「今月のつぶやき」

自分のいいな～と相手のいいな～。 自分の感動と相手の感動。 地域側のすごい！と観光客のすごい！　実は需要と供給なんですね～。

「題名 ： 　ギャップのいろいろ　」　

商店街活性化 新プロジェクト始動！！

　10 月から地域の方へのご訪問・ご相談、龍馬学

園国際ビューティカレッジへのご協力依頼などを

進めてきた、―「美しいまち並み」デザインプロ

ジェクト―  が、皆さんのご協力の下、実施でき

る事となりました。デザイナーの卵である生徒さ

んや地域づくりアドバイザーたちと交流しながら、

町内の商店街を「今、必要な姿の商店街へ」と

いうテーマを元に活動していきます。地域内外の

ご協力いただける方たちと一緒に、小さな一歩で

すが踏み出して動こうと思っています。「地域」と

は「人」の集合体です。ほんの少し個人が変化す

ると地域としては大きく変化していきます。でき

る範囲の「110％」を目指して楽しく活動してい

ければと！詳しくは「2410rt．net」へ！

観光事業公式ホームページ開設

　10 月 15 日から観光事業のホームページがス

タートしました。観光事業の内容や取り組みの

情報はこちらをぜひご覧ください。また情報発

信したい方は事業ホームページにて掲載させて

いただきます。お問い合わせお待ちしております！

http://2410rt.net 「美しいまち並み」デザインプロジェクト
皆さんからのご意見をお待ちしています！

仁淀川町 地域観光情
報 一元化

2012

仁淀川町観光地域づく
り

観光事業公式 ホームページURL

) ) )

) ) )

イベントカレンダー 中津渓谷・雨龍の瀧

安居神楽

人然
山 川神
守～～～

ゆ  る  り 旅

2410rt.tv
仁淀川町観光情報局サイト

花しょうぶまつり
2012

長者
森トレッキングツアー

鳥形山からの道鳥形山からの道
茶畑プリン
かぶせ茶・ほうじ茶

安居渓谷
中津渓谷ゆの森
「人・人・人」動画 ch
大崎モデルコース

夏の鮎は絶品！グルメ ch
桜がある風景

６月 20日
６月 15日
５月 25日
５月 18日
５月３日

池川エリア・いち川旅館の夏自慢メニューを特集！

池川エリア・土居川の清掃イベント　一般参加募集中！
吾川エリア・新緑サイクリングツアー開催

名野川エリア・ゆの森　女子会おすすめ特別 1泊 2食プラン

仁淀エリア・長者だんだんくらぶ主催　花しょうぶまつり開催

安居渓谷奥にある飛龍の瀧で
色と水と音と・・・。

安居渓谷　青の輝きと滝のしぶき

『いつもと違った風景』
五感で見る

今月の自然チャンネル 01 ch

仁淀川町観光情報局サイト　2410rt.tv　企画構成案イメージ 20120619

■企画構成案

「人・モノ・店・エリア」を中心に、地域情報・観光情報を発信。

リアルタイム、日、週、月　などタイミング別情報発信も行っていきます。

町内の、「食べる・泊る・遊ぶ・見る・体験・イベント」など

カテゴリー別にデータを掲載。検索機能も付加。

また、ユーザーとの交流コンテンツも企画。情報交換や、各イベントなど

の募集活動も行います。

■サイト特徴

情報一元化はもちろんですが、随所に動画を活用したサイト構築を行います。

今後、テレビでのインターネット放送も開始される予定ですので、その時の

データ財産としていまから制作し蓄積していきます。

動画掲載をすることで、従来の静止画掲載よりさらに情報（仁淀川町）の距

離感を近づけて行きます。

■「人」　コンテンツ

町内のさまざまな方にスポットを当てることで、地域の産業や自然、商品、お店

などを紹介。人を切り口にした地域情報ＰＲ動画チャンネルを制作します。

■「モノ」　コンテンツ

地域商品や食材などのＰＲ動画チャンネルの制作。販売商品や地域の暮しの日常

品など、地域ＰＲにつながるピックアップをして行きます。

■「店」　コンテンツ　※パンフレットと連携させるコンテンツ

町内の飲食店や販売店など、運営の中身を具体的にＰＲしていきます。メニュー

や商品の価格など、季節の動きも情報発信します。

■「エリア」　コンテンツ　※パンフレットと連携させるコンテンツ

町内を６エリアに分け、各エリアの見どころをご紹介します。

時間の流れが変わると
いつもと違った景色が見えてくる
自然と共に生きるということ

たくさんのコトガラを守るということ
そんな発見の旅がこの町にはあります

仁淀川町 観光

池川・茶畑

森トレッキングツアー

鳥形山からの道鳥形山からの道

花しょうぶまつり
2012

長者

茶畑プリン
かぶせ茶・ほうじ茶

※サイト参考イメージです
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仁
淀
俳
壇

              

古
味

　幸
子

秋
耕
や
畝
長
な
が
と
戸
口
ま
で

吉
田
豊
之
祐

釣
り
馬
鹿
は
こ
こ
に
も
一
人
鮎
終

る

川
上

　純
子

時
化
去
り
て
十
六
夜
の
月
粛
々
と

植
田

　秋
恵

誰
に
で
も
似
合
う
笑
顔
や
秋
の
蝶

松
岡

　豊
子

秋
う
ら
ら
近
づ
く
旅
の
話
な
ど

西
森

　今
子

今
朝
も
行
く
杖
を
頼
り
の
栗
ひ
ろ

い

田
村

　大
陸

背
曲
げ
て
尖
り
尻
振
り
名
残
り
茄

子

　
　
　
　
　
　
　堀
部

　貞
子

新
生
姜
ひ
ね
も
さ
ぐ
り
て
日
和
か

な

市
川

　千
秋

日
少
し
欠
け
い
る
こ
と
も
丸
く
詠

み

田
村

　千
草

日
の
出
や
一
瞬
雲
も
と
ど
ま
れ
り

　
　
　
　
　
　
　

藪
柑
子
句
会

荒
木

　青
踏

夏
風
邪
や
靴
の
重
さ
が
応
え
お
り

尾
崎
マ
チ
エ

島
原
へ
母
を
お
と
な
ふ
晩
夏
か
な

高
橋

　房
子

箱
罠
の
蛻
の
殻
も
よ
し
と
せ
り

　

小
崎

　千
恵

籐
椅
子
や
耳
に
残
り
し
子
守
唄

片
岡
代
美
子

暮
れ
な
づ
む
鏡
に
秋
の
気
配
か
な

井
上

　美
智

穂
芒
や
肩
に
二
枚
の
貼
り
薬

高
橋

　幸
恵

お
し
ろ
い
の
花
の
紅
白
葉
の
緑

掛
水

　妙
子

花
火
果
つ
も
ど
り
し
闇
に
独
り
か

な

片
岡
と
く
ぞ
う

子
供
ら
の
朝
の
靴
音
夏
が
逝
く

　
　
　
　
　
　
　結
城

　華
子

み
ち
の
く
の
旅
の
チ
ラ
シ
や
薄
紅

葉

隅
田

　邦
子

よ
さ
こ
い
の
波
に
の
ま
れ
て
孫
踊

る

　
　
　
　
　
　
　鎌

倉
い
ち
い
ち

遠
雷
に
仕
事
せ
か
さ
る
夕
か
な

 

投
稿

俳
句

　
　
　
　
　
　
　

井
上
カ
メ
コ

お
し
み
ゆ
く
秋
を
偲
び
て
木
の
香

り

井
上

　一
明

芋
の
子
を
味
噌
で
炒
り
上
ぐ
香
り

か
な

小
笠
原
哲
輔

赤
ト
ン
ボ
止
ま
っ
て
は
進
む
里
の

道

小
笠
原
壽
予
子

赤
ト
ン
ボ
子
等
が
遊
ん
だ
田
は
道

に

仁淀川町行事カレンダー（11月・12月）……… ………

も
ぬ
け

か
ら

こ
た

ほ
す
す
き

は

ひ
ぐ
れ

広 告

間伐を進め、健全な森林をつくりましょう

　間
伐
す
る
た
め
に
作
業
道
を

整
備
し
た
り
、
間
伐
後
の
木
を

市
場
ま
で
出
荷
す
る
「
搬
出
間

伐
」
な
ど
を
し
た
時
に
、
国
、

県
や
町
の
助
成
制
度
（
造
林
補

助
事
業
、
緊
急
間
伐
総
合
支
援

事
業
な
ど
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

「
自
分
の
山
の
間
伐
を
し
た
い

が
自
分
で
は
で
き
な
い
の
で
誰

か
頼
め
な
い
か
？
」
「
自
分
で

間
伐
を
し
た
い
が
今
ま
で
し
た

こ
と
が
な
い
」
「
技
術
的
な
こ

と
や
ど
の
く
ら
い
お
金
が
か
か

る
か
心
配
」
と
お
悩
み
の
皆
さ

ま
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　間

伐
作
業
を
始
め
る
前
に

「
伐
採
届
」
の
提
出
や
、
助
成

事
業
の
申
請
手
続
き
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
五

年
度
に
新
た
に
助
成
制
度
を
利

用
し
た
い
方
は
、
十
二
月
中
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場
産
業
建
設
課

　☎
3
5
・
1
0
8
3

　池
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　☎
3
4
・
2
1
1
4

　仁
淀
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　☎
3
2
・
1
1
1
3

　仁
淀
川
森
林
組
合

　☎
3
5
・
0
2
4
0
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ドライバーサービス

広報によど川 11月号 《20》《21》 広報によど川 11月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「図書カード」を正解者の中から抽選で１

名様に。（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成24年10月1日現在

  人　口6,513人　（－  9）

  　男　3,062人　　　　　 

  　女　3,451人　　　　　 

  世帯数3,341世帯（－  1）

9月中の届出

転入10人　  転出  7人

出生  4人　  死亡16人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成24年11月1日発行（No.88）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　秋本番。川は澄み、山々が美

しい紅葉に彩られてきました。

（安居渓谷　10月23日撮影）

第88回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　11/19（月）必着表

紙
の
写
真

ア
カ
ト
ン
ボ

☆
た
て
の
カ
ギ

１

　生
産
。
映
画
な
ど
の
製
作
所
。
タ
レ

ン
ト
の
養
成
。
あ
っ
せ
ん
所

２

　年
寄
り
と
若
者

３

　木
か
ら
分
泌
す
る
粘
液
。
樹
脂
。
パ

イ
プ
に
た
ま
る
タ
バ
コ
の
粘
液

４

　金
銭
な
ど
を
入
れ
る
防
犯
装
置
付
き

の
箱

５

　他
人
を
な
か
な
か
信
用
で
き
ず
疑
う

気
持
ち
が
強
い

８

　大
地
震
に
よ
る
大
規
模
な
災
害

11

　働
き
な
が
ら
勉
強
す
る
こ
と

15

　心
だ
て
。
気
だ
て
。
元
気

16

　米
と
こ
う
じ
で
か
も
し
た
日
本
特
有

の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
水

☆
よ
こ
の
カ
ギ

１

　野
球
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
形
態
を
指
す

言
葉
。
対
義
語
は
「
ア
マ
チ
ュ
ア
野

球
」

６

　主
家
を
去
っ
て
禄
を
は
な
れ
た
武

士
。
浪
士
。
職
の
な
い
人

７

　ほ
か
に
何
も
な
い
。
無
料

９

　人
畜
に
つ
い
て
血
を
吸
う
く
も
類
の

虫

10

　一
国
の
領
土
の
外

12

　く
や
む
こ
と
。
後
悔

13

　国
内
の
事
業
に
投
資
さ
れ
る
外
国
資

本

14

　下
敷
き
に
す
る
。
平
ら
に
ひ
ろ
げ
る

15

　い
く
ら
か
。
少
し

16

　長
い
も
の
の
は
し
。
前
方
。
先
頭

17

　雨
や
日
光
を
さ
け
る
た
め
に
さ
し
か

ざ
す
も
の

18

　ま
こ
と
の
心
。
ま
ご
こ
ろ

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数

　二
十
五
人

・
正
解
者
数

　二
十
五
人

・
当

選

者

　橋
本

　松
子
（
下
土
居
）

「高吾北三町消防団大規模災害対応合同訓練」開催
１　実施日時　　平成２４年１１月２５日（日）

　　　　　　　　午前１０時 ～ 午後３時（雨天決行）

２　実施会場　　越知町宮の前公園内

３　参加団体　　佐川町消防団　越知町消防団

　　　　　　　　仁淀川町消防団　高吾北消防本部（署）

　　　　　　　　高吾北婦人（女性）防火クラブ

　　　　　　　　高知県消防防災航空隊

合同訓練の内容は次のとおりです。

①水害発生時、洪水の被害の拡大を防ぐ為の水防工法訓練

②女性防火クラブによる、倒壊した家屋の下敷きになった要救助

者の救出及び初期消火訓練

③消防団員による倒壊家屋からの救出訓練

④交通事故により車両内に取り残された要救助者の救出訓練

⑤崖崩れや土石流などの土砂災害に巻き込まれ、生き埋めとなっ

た要救助者の救出訓練

⑥防災航空隊と高吾北消防署による救出訓練及び防災航空隊によ

る空中消火訓練

⑦実際の火災を想定して行う消火訓練

※当日の会場である宮の前公園には、一般の方の車輌は進入でき

ません。

　駐車場は越知町民会館裏手にございます。そこから会場まで送

迎バスが運行しておりますので、そちらをご利用ください。

　運行時間　　９時～１０時の間に数便

　　　　　　１５時～１６時の間に数便

靜

黑
隆

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０
※交通安全協会は、皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

交通安全協会からの
お知らせ

交通安全協会からの
お知らせ

交通安全協会からの
お知らせ

秋の全国交通安全運動が実施されました
　　　期間　平成24年９月21日～同年９月30日

　安
全
運
転
期
間
中
は
各
地
域

で
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
始

め
、
多
く
の
地
元
の
方
に
も
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
越
知
町
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
片
岡
前
）
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運
動
会
体
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祭

歓
声
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か
せ
て
！

　
運
動
会
体
育
祭

平成23年10月22日生
保護者/正光・真弓

「元気で優しい子に育ってね」「元気で優しい子に育ってね」

藤 原　乙 羽ちゃん（大崎）

ま
ち
の
自
慢
長
者
川
の
鮎
準
グ
ラ
ン
プ
リ 

ま
ち
の
自
慢
長
者
川
の
鮎
準
グ
ラ
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